



Desa Adat in Balinese Village















































































































































































い subak の pura がつくられていることである。それらすべての配置図は図4の通りであ
る。
　まず，道路からchandi　bentar(1)とよばれる門を通ると，境内の外庭に入る。外庭の
角には kulkul をつるした警鐘塔 bale　kulkul(4)が建っている。そのほか外庭にはガメラ
ンの楽団が座って演奏する panggungan(6)，祝祭のとき使用される調理小屋bale
paebat(5)，集会所 bale agung(7)などが建てられている。さらに正面の paduraksa(11)
とよばれる門をくぐると，外庭から内庭に入ることになる。この門の前には，それぞれ一
対の apit lawang(8)や raksasas が左右一つずつおかれている。また paduraksa(11)とよ
ばれている門を入った真正面に，aling　aling(12)とよばれる高い石製の衝立が立ってい
る。そして，その内庭右手にpura　puseh(18)，pura　desa(21)があり，また前方左より
のところに subak の pura がある。内庭右手の奥のほうには，さまざまな祠が並んでいる。
南部バリでは山の方角kajaは北の方位，その方位の右方kangin，つまり東の方角とが高
位でもっとも清浄な方角とされているので，内庭の主な祠はこの kaja と kangin の方角
に，境内の塀に沿って並んでいる。pura　desa(21)，pura　puseh(18)，一つの祠をおいて
pura　desa　Bun(16)，pura　puseh　Bun(15)，padmasana(32)などがある。この
padmasana を現在では最高神 Sang Hyang Widhi の座であると村びとたちはいってい
る。また，外庭の右手のほうにはpura　dalemのためのchandi　bentar(35)がある。この
門をくぐると，その奥のほうに先に述べたさまざまな祠と並んで pura dalem の祠(38)が
ある。そして，一つの祠をおいて pura dalem Bun の祠(41)がある。
　以上のように pura desa，pura puseh が pura dalemと内庭へ入る入口の門を異にす
るとはいえ，内庭にて同じように並べられている。それに対して，subak の pura は，同
じ内庭にありながらも，pura kahyangan tiga とはっきり分けることを表示するためか，
その subak の puraにはかつては塀で築かれて仕切られていた。しかし，現在はその塀は
ない。かつて塀で仕切られていたことは，pura kahyangan tiga とsubak の pura とでは，
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戸　谷 修
(注）1974年調査時点にあった（44）Chandi b〓nter pura subak と pura subakを囲っていた南側に面してい
た塀は現在はない。　　　　　　　　　印の部分




える祠も，pura desa の関係者に聞くと，3～ 4の祠が一つのセットになって pura を構
成しているという。たとえば pura puseh について述べると，pura puseh とそのための
pi(y)asan と pengaruman という最小限三つのものがセットになっているという。pi(y)















Anggabaya， Pahang， Laplap という三つの desa adat から構成されていた。desa　adat








adat Penatih は Pahang　Kelod，Pahang　Tengah，Pahang　Kaja，Semagaという 4つ
のbanjarでつくられている。また，desa　adat　Penatih　Puri は Saba，Pelagan という
2つのbanjarから構成されている。この30年間の経過の中で，かつてのPahang慣習村













kahyangan　tiga は6名の pemangku によって世話されている。6名の pemangku は
pura　desa，pura　puseh，pura　dalem，pura　Bun，pura　Ratua6)をそれぞれ担当して
いる。そして，アンガバヤのdesa　adatのpura　kahyangan　tigaのpuraでそれぞれ行わ
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